
 

■ 第３回「ものづくり中小企業向け固有技術探索活動」説明会 

会員企業の皆様が次世代自動車に対応するためには、自社の「固有技術・技能」を認識し、

活用して更にレベルアップを図るとともに、次世代自動車搭載部品の開発や生産性向上、品質

改善などの現場改善に取り組むことにより「提案力向上」を目指して次世代自動車のビジネス

を獲得することが重要です。 

そのため、次世代自動車センター浜松では、今年度も「ものづくり中小企業向け固有技術探

索基礎講座」を開催しています。今回、第３回目として、来年度４月に基礎講座を開催する前

段階として、望月センター長を講師として、固有技術探索活動の取り組みと探索チャートの作

成方法などについての説明、基礎講座の日程を紹介する説明会を Web形式で開催しました。 

 

■日 時 ： 令和５年１２月８日（金）13時 30分～14時 30分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ９社/１１名 
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【参加者の声】   

 

・新たなビジネスチャンスの獲得には、提案力の向上が不可欠であるということは、正にそ

の通りだと感じた。 

・こういうツールがあることを知ることができて良かった。 

・資格所有のチェックなどの見直しが必要と感じた。 

・自社の設備、資格の確認は、業態と見直しに必要かと思った。 

・自社業務の棚卸、自社の強み・弱みの区分け、固有技術・固有技能の洗い出し、次世代自動

車への事業への取り組み、人材教育への取り組み方針の策定など参考になった。 

・自社の持っている強みを精査し、固有技術を技術転嫁することは、今後の変化に対応する

ために重要なことだと思った。 

・これからの変革の時代に自社が生き残るために必要な固有技術を探索することの意義を大

いに感じることができた。 

・実際に自分で調査票を作ってみないと、真に理解できているかは分からないと思った。 

・業務の落とし込み（認識）が必要と感じた。 

・固有技術探索活動を進めることは非常に重要なことだという認識の一方で、チャート図の

製作など最終図までは時間と労力が必要であると感じた。 

・固有技術探索活動の概要や意義は理解できたが、実際の作業について、細かな部分でイメ

ージが湧かず、実際どれだけのマンパワーが必要となるのか、自社でプロジェクトチーム

を編成できるのか、やってみないと理解できない部分もあると思った。 

 

 


